
議
員
提
出
第
四
号
議
案

協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
の
速
や
か
な
制
定
を
求
め
る
意
見
書

近
年
の
少
子
高
齢
化
に
よ
り
労
働
人
口
の
減
少
が
続
く
中
で
、
経
済
成
長
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
人
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
米
国
の
金
融
危
機
か
ら
始
ま
っ
た
世
界
経
済
の
減
速
に
よ
り
雇
用
環
境
が
急
速
に
悪
化
し
て
お
り
、

多
様
な
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
協
同
組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
の
非
営
利
法
人
に
よ
り
、
地
域
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
共
同
出
資
に
よ
り
事
業
化
し
、
地
域
の
課
題
を
地
域
住
民
自
身
が
解
決
す
る
「
協
同
労
働
」と
い
う
新

た
な
働
き
方
に
よ
り
就
労
す
る
人
が
増
加
し
て
お
り
、
地
域
振
興
、
就
労
創
出
を
推
進
す
る
制
度
と
し
て
も
各
方

面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
協
同
労
働
に
よ
る
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
根
拠
と
な
る
法
律
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「み
な

し
法
人
」と
し
て
活
動
し
て
い
る
た
め
、
社
会
的
理
解
が
不
十
分
で
あ
り
、
団
体
と
し
て
自
治
体
の
入
札
へ
の
参
加
や

契
約
が
で
き
な
い
こ
と
や
雇
用
保
険
等
の
面
で
制
約
が
あ
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
協
同
労
働
が
新
た
な
労
働
の
あ
り
方
や
雇
用
の
創
出
、
地
域
の
再
生

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法
（
仮
称
）
を
速
や
か
に
制
定
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
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